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ヒトのダイナミックな動作を可能に
する身体の仕組みを解明するべ
く、身体の形態や機能について考
える。

■生体ダイナミクス

様々な競技スポーツにおける筋
力、パワー、持久力、敏捷性を代表
とする身体運動能力のトレーニン
グ方法や、それらの可能性につい
て研究する。

■トレーニング

五感を代表とするヒトの感覚機能
は身体運動のコントロールだけで
なく運動能力の可能性に大きな影
響を与える。それらの機能や可塑
性について研究する。

■センサー・モーターコントロール

生体の運動機能を研究する学問
分野。研究室では、神経系および
筋・腱の形態と運動のメカニクス
との関係について研究する。

■バイオメカニクス

　ヒトの身体運動能力の可能性と限界について研究しています。この分野に
関心をもったのは、本学の大学院生だった頃です。パフォーマンスの向上に対
し運動中の生体から直接、力発揮や筋の動態を測定して解明する研究が、フィ
ンランドの大学で行われていることを知りました。大きな可能性を感じた私は
フィンランドへ渡り、同研究を手がける教授から直接指導を受けました。現在は
その研究を受け継ぎ、走・跳・歩・投・泳・滑運動のメカニクスの解明をめざしな
がら、アスリートのサポートや企業との共同研究に取り組んでいます。
　トップレベルのアスリートになるほど、トレーニングの目標を明確にするこ
とは難しくなります。なぜなら、多くの場合、彼らは前例のないことに挑戦し
常人を超える能力を獲得することを目指すからです。競技力を高めるために、
めざすべきことは何か。私の研究室では、子供から大人まで、そして常人から
トップアスリートの身体運動能力や神経・筋機能に関する形態的特徴のデー
タ収集を行い、それらを活用しアスリートのサポートを行っています。たとえ
ば、運動中の動作や力発揮、神経活動、筋腱の動態をリアルタイムで測定し、
フィードバックするトレーニングシステムは、トレーニングの効果を即時フィー
ドバックするだけでなく、トレーニングとして取り組むべき課題を明確にでき
ます。指導者やアスリートたちが、今以上に科学をツールとして活用して身体
や競技と向き合う未来が来ることを願って、研究と支援に力を注いでいきた
いと考えています。

アスリートの目指すべきアスリートの目指すべき
目標を身体能力の目標を身体能力の
可能性と限界から可能性と限界から
明らかにし貢献する明らかにし貢献する




